
 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学部の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大
学院は研究科または専攻ごとに，人
材の養成に関する目的その他の教育
研究上の目的を学則またはこれに準
ずる規則等に定めていること。
◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的を踏まえて，当該大学，学
部・研究科の理念・目的を設定して
いること。
【約５００字】

①「情報コミュニケ―ション学部 2016年度教育・研究に関する年度
計画書」(2015年６月作成)（132頁）において，「１理念・目的」を
掲載している。
② 学則別表９に「人材養成その他の教育研究上の目的」を定めてい
る。

（２）学部の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生，受験生を含
む社会一般に対して，当該大学・学
部・研究科の理念・目的を周知・公
表していること。
【約１５０字】

①「情報コミュニケーション学部 2016年度教育・研究に関する年度
計画書」は，「１理念・目的」を含め，教授会で承認しており，本
学部教職員に周知されている。兼任教員にも学部の理念や教育内容
の理解を促し，カリキュラム全体での位置づけを踏まえて授業を
行ってもらえるよう，部門別教員懇談会を開催して専任教員との意
見交換を進めている。
　学生については情報コミュニケーション学部便覧を配付し，周知
している。特に４月の新入生ガイダンスでは，30分をかけた説明を
行っている。
② 学則別表９「人材養成その他の教育研究上の目的」は，明治大学
ホームページに公開しており，受験生を含む，社会一般に公表して
いる

b ●j人材養成の目的の認知状況を確
認していること。
【約２００字】

　2015年度に実施した「大学における学びに関するアンケート」に
よると，情報コミュニケーション学部の「人材養成その他の教育研
究上の目的」の認知度は47.3％である。方針を学生が知ったソース
の内訳は以下の通り。
シラバス  26.4％
ＷＥＢサイト  14.5％
履修ガイダンス  9.1％
便覧　5.5％
その他　2.7％
無回答　57.3％
学部としては今後，様々なチャンネルを通じて方針を単に周知する
だけでなく理解を浸透させてゆく。

（３）学部の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに
当たり，責任主体・組織，権限，手
続きを明確にしているか。また，そ
の検証プロセスを適切に機能させて
いるか。
【約３００字】

① 理念・目的の適切性の検証について，「学部自己点検･評価委員
会」による検証を実施し，その結果を参考に，毎年度，「教育・研
究に関する年度計画書」の作成時に，「執行部」で検証を行ってお
り，執行部（案）を「教授会」で審議承認する手続きとしている。
2016年度教育・研究に関する年度計画書は６月19日教授会で承認さ
れ決定した。また中長期にわたる学部理念・目的の時代との整合
性・妥当性については「将来構想検討委員会」にて随時検討する体
制をとっている。
② 学則別表９「人材養成その他の教育研究上の目的」を変更する際
には，教授会審議を経て，全学の教務部委員会，学部長会，理事会
の審議承認を経て改正することとなっている。2015年度は改正して
いない。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学部として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対す
る姿勢等，大学として求められる教
員像を明らかにしたうえで，当該大
学，学部・研究科の理念・目的を実
現するために，学部・研究科ごとに
教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「情報コミュニケ―ション学部 2016年度教
育・研究に関する年度計画書」(2015年６月作成)（133頁）「３教
員・教員組織」において掲載している。
② 教員組織の編制方針は，「情報コミュニケ―ション学部　2016年
度教育・研究に関する年度計画書」(2015年６月作成)（133頁）「３
教員・教員組織」において掲載している。
③ 学部の「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した
「教育・研究に関する長中期計画書」を教授会で承認することによ
り，本学部教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能
力や資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令
に定める教員の資格要件等を踏まえ
て，教員に求める能力・資質等を明
らかにしていること。
【約１５０字】

① 専任教員の任用に関しては，明治大学教員任用規程等の大学の定
める規定に則り，学部で定めた「教員等の任用・採用及び昇格に関
する運用内規」により明確に規定している。また，昇格についても
明治大学教員任用規程に基づいた「専任教員昇格申請手続取扱い内
規」により昇格に必要な能力・資質等を明文化している。
② 任用時及び昇格時に求める能力は内規「第３章 任用資格」に規
定している。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において
必要な役割分担，責任の所在を明確
にしていること。
【約３００字】

① 学部の責任体制として，最高議決機関は教授会としており，その
責任者は学部長（不在時の代行者:学科長）であり，教授会における
議長である。学部長は，学部の全般的な理念と方針の策定，渉外に
責任を持ち，学科長はカリキュラムの策定と学部運営を担当するこ
とで責任を分担している。さらに，現在のカリキュラム運営と将来
の学部運営構想に分けて，機動的な対応ができるように委員会構成
をとっている。また，学部内に各種委員会を設けて，そこでの審議
事項は執行部会議に取り上げられ，教授会で審議承認している。
② 学部の基幹的な科目群を担当する専任教員，現場での経験を有す
る高度に専門的な分野を担当する特任教員，学務の補助的業務を担
う助手らの役割分担がなされている。

（２）学部の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

　設置基準上の必要教員数は22名であり，これに対して，2016年５
月１日現在の専任教員数は47名であり，充足している。

他学部に比べ，若手が
多く，活気にあふれ，
教員構成もバランスが
とれている。また，女
性教員の比率もきわめ
て高くなっている。

引き続き新任教員の任
用に際して若手の奨励
を続ける。

　設置基準上の必要教授数は11名であり，これに対して，2016年５
月１日現在の専任教授数は19名であり，充足している。

◎当該大学・学部・研究科の専任教
員数が，法令（大学設置基準等）に
よって定められた必要数を満たして
いること。特定の範囲の年齢に著し
く偏らないように配慮していること
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2016年５月１日現在
の数値です。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

a

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述

  専任教員一人当たりの学生数について，2015年５月１日現在，収
容定員（1,800名）ベースは38.3名であり，学生現員（2,119名）
ベースでは45.1名である。

　教員組織の編制実態について，専任教員の担当授業時間数は，資
格別では教授13.0時間，准教授が9.9時間，専任講師が7.6時間と
なっている。学域横断性と多様性を学部教育の基本方針としている
ため負担コマの絶対数は他学部と比べても多くなっているがカリ
キュラム改正においてコマ数を整理し見直すことで研究時間の確保
に学部として努めている。

兼任教員の授業担当へ
の依存度は，72.5％と
比較的高いため，専兼
比率の是正が必要であ
る。

2017年度カリキュラム
改革では,カリキュラ
ムの多様性を担保しつ
つ教員の研究時間のを
確保するために
ジョイント授業やオム
ニバスを充実させると
ともに,研究成果が教
育にダイレクトに
フィードバックできる
ような授業を設置する
ことで教育と研究との
連動によって研究時間
の実質増を図る。

本学部は専任教員の他大学への出講時間の制限を設け，大学業務へ
の専念を求めている。また，兼任教員の授業担当への依存度は，
72.5％と比較的高くなっている。
　教員組織の編制方針による高度教養教育をうたう学際的性格の学
部を実現するために，専門と教養の区別をもたず緩い４コース制の
枠組みのもとで教員構成をしており，教員が学際性を発揮するほど
負担が増えている。
　各コースの教員内訳は次のとおりである。なお，各コース副担当
は，別コースからの出向者・重複者を指す。
Ａコース：主担当11名，副担当４名
Ｂコース：主担当11名，副担当３名
Ｃコース：主担当13名，副担当３名
Ｄコース：主担当12名，副担当３名

　また，本学部の中期的な教育を充実させるため，ジャーナリズム
論の特任教授１名，音楽論の特任講師１名を配置している。

◎『教員組織の編制方針』と教員組
織の編制実態は整合性がとれている
か。
【６００～８００字】

ｂ



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述

教員の編制方針に沿った教員組織の整備

c ●教員組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【６００～８００字】

　教員組織の検証プロセスについて，専任及び特任教員任用計画
は，「教育・研究に関する年度計画書」へ記載し，毎年度６月の学
部教授会で決定している。策定に当たり，ＳＲの枠内で充足させる
ことを原則としており，任用計画の策定については，執行部会及び
学部の将来構想検討委員会において「授業担当科目」人数等の原案
を示し，具体的な提案を依頼している。そして，その提案に基づ
き，再度将来構想検討委員会，執行部会で調整し，原案を策定し，
教授会に付議・承認する。最終的に，教授会議決案を学部長会へ上
程し，学部長会及び理事会決定の後，承認された教員任用計画書に
基づく具体的公募要項の作成に移る。こうした検証の結果としてこ
れまで大幅なカリキュラム改変が二度なされている。本年度も2015
年度の検証に基づいて全学的な時間割の変更とも連動した新カリ
キュラムを策定中であり2017年度の教員組織を新カリに基づいて策
定する予定である。

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組
んでいるか。
【４００字】

① 教員の任用に際しては，学部で定めた「教員等の任用・採用及び
昇格に関する運用内規」に従い，審査を行う。
　教員の昇格に際しても，学部で定めた「教員等の任用・採用及び
昇格に関する運用内規」及び「専任教員昇格申請手続取扱い内規」
により，基準を明文化している。
② 2015年度には専任教員２名（准教授１名，特任講師１名）を任用
した。(昇格なし)



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述
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F列の現状から記述

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか

教員の教育研究活動等の評価の実施
a ●教員の教育研究活動の業績を適切

に評価し，教育・研究活動の活性化
に努めているか。
【４００字】

① 教育活動の業績評価について，2014年度授業について実施した
「授業科目に対する満足度調査」および授業評価アンケートを用い
た教育評価の実施
② 研究活動の業績評価について，学部紀要である「情報コミュニ
ケーション学研究」においては，教員相互による査読・評価が行わ
れている。
③ 総合的な業績評価として，学部内のＦＤ委員会刊行の「教員活動
成果報告書」を通じて，教員の研究・教育活動を公開する機会を設
けている

「教員活動成果報告
書」を通じた教員の自
己評価がＷＥＢサイト
にも公開されており，
学生も目にすることが
できるなど説明責任を
果たしている。担当授
業の取り組み記述を手
がかりに，教員同士の
教育改善に関する懇談
を促進しており（年間
１回開催），活動成果
報告書を書いている専
任教員が８割をこえ，
定着してきている。学
際研究を目指す本学部
の教員の研究分野は多
様・多彩であるがこの
報告者により各教員の
研究領域の成果を具体
的に把握することがで
きる。これは学生に
とっても各教員の担当
するゼミ・講義を履修
する上で参考になって
いる。

「学際研究検討ワーキ
ンググループ」を発足
させ，教員相互の啓発
やその成果を教育に還
元することとし，学部
内ＦＤ企画の核として
いく。

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るため
の研修等を恒常的かつ適切に行って
いるか。
※社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動を
指します。
※『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育
方法で評価する。
【６００～８００字】

○ＣＩＴＩJapanプロジェクト「研究倫理教育プロジェクトの受講」
　35名。
○文部科学省公開による「『研究機関における公的研究費の管理・
　監査のガイドライン』『研究活動における不正行為への対応等に
　関するガイドライン』にかかる学内講習会」受講35名。



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究
科ごとに，課程修了にあたって修得
しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要
件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
【約８００字】

① 教育目標として学則別表９に「人材養成その他の教育研究上の目
的」を定めている。
② 課程修了にあたって修得しておくべき学習成果，その達成のため
の諸要件を明確にした「学位授与方針」を，目指すべき人材像，具
体的到達目標として教授会において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を
可能とするために，教育内容，教育
方法などに関する基本的な考え方を
まとめた教育課程の編成・実施方針
を，学部・研究科ごとに設定してい
ること。
【約６００字】

　学位授与方針に示した修得すべき成果を達成するため，教育課程
の編成理念，教育課程の編成方針を明らかにした「教育課程編成・
実施方針」を教授会において定めている。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生ならびに受験
生を含む社会一般に対して，学位授
与方針，教育課程の編成・実施方針
を周知・公表していること。
【約１５０字】

① 教職員については学部便覧（７，８頁）及びシラバス（３，４
頁）で公開している。また，各種方針は年度計画書に記載される形
で，自己点検・評価委員会にて審議・検討され，さらに学科会議を
通じて全教員に周知徹底されている。
② 学生についても学部便覧（７，８頁）及びシラバス（３，４頁）
で公開している。新入生に対しては新年度ガイダンスの際に配付
し，教職員から内容の説明を実施している。
③ 社会一般への公表は，学部ホームページにおいて教育目標・学位
授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。

b ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の認知状況
を確認していること。
【約２００字】

  「明治大学における学びに関するアンケート」では，ＤＰやＣＰ
の認知度は30.0％であり，全学平均とほぼ同等となっている。ま
た，これらを知る機会としては，シラバス・ＷＥＢサイト・履修ガ
イダンスの順であった。本学部が学域横断的な性質を持つことを踏
まえると，30.0%という数値は，現状では相対的に妥当な数値と考え
られる。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の適切性を
検証するにあたり，責任主体・組
織，権限，手続を明確にしている
か。また，その検証プロセスを適切
に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

将来構想検討委員会が，学部のカリキュラム編成に関する問題提起
及び検討を定期的に実施しており，そのなかで教育目標，学位授与
方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性に関する検証や見直し
を行っている。2015年度は，学位授与方針，教育課程の編成・実施
方針に係わる入試方式に関して検証し，2017年度から導入予定の新
カリキュラムに関する基本ポリシーや入試方式の変更に伴う定員の
割当てについて決定した。2015年度の将来構想検討委員会は10回開
催したが，2017年度のカリキュラム改定のための具体的な検討や定
員の割当てに伴うスポーツ推薦入試枠の拡大に伴う指導の支援のた
めに，2016年度から新たなワーキンググループとして，履修モ
ジュールワーキンググループ，体育学生支援ワーキンググループを
設置することを決定した。

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を
開設していること。
【３００字程度】

① 本学部は，「社会の現在を捉え問題を探ること」「社会を軸にし
た多様で学際的なアプローチ」「自ら何かを創造し表現すること」
の３つの柱をもとに設置している。
②「社会調査士」の資格取得科目が体系化されており，社会調査協
会の認定された科目を修得すると資格を得ることができる。情報関
連教育の充実のため，シスコ社のネットワーク教育プログラムなど
のトレーニング教材を導入し，「シスコシステム技術者資格」を取
得するための授業科目も設置している。
　また，英語コミュニケーション能力の特別強化プログラムとし
て，英語にＳＰＡＩＣＥ（スパイス）という名称の，国際社会で活
躍する能力を養成するためのクラスを設置した。
③ 本学部の2016年度における総開設授業科目は333科目であり，教
養共通科目154科目(うち外国語科目103科目)，専門教育科目179科目
である。専門科目は，さらに基礎科目，演習科目，研究科目，講義
科目（自由科目）に分類されている。

b ●ＣＰに基づき，必修科目を開設し
ていること。
【２００字～４００字程度】

   社会で活躍するのに必要とされる幅広い教養や，多様な技能を段
階的に修得することを目的として，学部独自の選択必修科目及び必
修科目として「情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」，
「情報コミュニケーション学」を置き，学際的学問分野を段階的に
学ぶことができるようにしている。

c ◎幅広く深い教養及び総合的な判断
力を培い，豊かな人間性を涵養する
教育課程が編成されていること。
【２００字～４００字程度】

① 開設総授業科目数に占める教養科目の割合は，333科目中154科目
で46.2％である。基礎教育科目部門（教養教育）は，卒業要件124単
位中32単位を必要修得単位数としており，学際領域を広くカバーす
る高度教養教育の実現を目指した教育課程を充実させている。
② 教養教育については，基礎教育科目部門の中に，コミュニケー
ション教育を深化する科目として「コミュニケーション基礎ⅠⅡ」
「コミュニケーション応用ⅠⅡ」「日本語表現Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」を
選択必修として設置している。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）
d ●教育課程の編成実施方針に基づい
た教育課程や教育内容の適切性を明
確に示しているか。（学生の順次
的・体系的な履修への配慮）
【約４００字】

　学生への順次的・体系的な履修への配慮として，本学部では１・
２年次での基礎教育科目部門において幅広い教養や総合的な判断力
を培い，３・４年次に履修するコース科目の基礎となるような授業
科目を体系的に配置している。履修体系図は，シラバスの「設置科
目一覧表」，「卒業・進級・卒業見込に必要な単位」，便覧（11
ページ）の「カリキュラム概念図」に掲載している。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

e ●教育課程の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【約４００字】

① 教育課程の適切性の検証プロセスについては，常設の「将来構想
検討委員会」において，定期的にカリキュラム全体及び授業科目の
見直しを検討している。本学部は教員採用に際しても，「将来構想
検討委員会」で検討し，その後，学部全体で担当科目の適切性など
をその都度議論している。
② 2015年度は「将来構想検討委員会」を計10回開催し，教員の補充
に伴う担当科目の再検討と共に，入学試験のあり方，入試方式の変
更に伴うスポーツ推薦特別入試の定員増への対応，今後のカリキュ
ラムの取組むべき課題を検討した。2015年度は，2017年度のカリ
キュラム改訂のための具体的な検討や定員の割当てに伴うスポーツ
推薦特別入試枠の拡大に伴う指導の支援のために，将来構想検討委
員会の下部組織となる新たなワーキンググループとして，履修モ
ジュールワーキンググループ，体育学生支援ワーキンググループを
設置することを決定し，カリキュラムの改訂および特別入試による
入学生への適切な指導のあり方について実質的な検討を行うことと
した。検討の結果と提案については，将来構想検討委員会を通し
て，教授会において審議される予定である。具体的には，履修モ
ジュールワーキンググループは，モジュール設計の具体的なプラン
を提案し，教授会での審議の上，教授会員全体でモジュール策定の
作業を実施している。
③「大学における学びに関するアンケート」における授業科目の体
系について，77.3％が肯定的意見であり，おおむね満足されてい
る。

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】

○「情報コミュニケーション学」（３・４年次必修科目），
　履修条件：１・２年次で「情報コミュニケーション学入門Ａ・
　Ｂ・Ｃ・Ｄ」を２科目以上履修すること
○「創造と表現」（Creation and Expression）を旗印に，単に
　既存のものを「受容」するだけでなく，新たなものを「創造」
　し「表現」できる学生を育成するためのカリキュラムを推進
　しており，論文や文芸などの「言語表現」，ビデオやアニメ
　などの「映像表現」などがある。
○「情報コミュニケーション学研究所」を設置し，紀要『情報
　コミュニケーション学研究』を発行。
○学際的視点からジェンダー教育を推進しており，「ジェンダー
　センター」も開設。ジェンダーに関する学部対応科目も多く
　設置されており，研究会と連動した教育が行われている。

 



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

学部間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プ
ログラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】

① 学部間協定
　・国立全北大学校人文大学（韓国）
　・モンクット王工科ラカバン大学（タイ）
　・成均館大学芸術学部（韓国）
　・香港城市大学（中華人民共和国）人文社会科学院
　・シーナカリンウィロート大学（タイ）人文学部
② 「国際交流」プログラム　単位付与科目２単位，44名
　・アセアン短期学生交流プログラム（タイ・ラオス）
  　2015年度 受入:タイ・ラオスの３大学から８名，派遣：16名
　・「メンフィス大学（アメリカ）」との短期留学プログラム
　　2015年度 派遣：７名
　・ベトナム国家大学ハノイ外国語大学東洋言語文化学部（ＳＥＮ
　　Ｄプログラムを利用した学生交流：短期学生交流）
　　2015年度 受入４名，派遣5名
  ・「カリフォルニア州立大学モントレーベイ校（アメリカ）」
  　との短期留学プログラム
　　2015年度 派遣：16名
③ その他
  ・ニュージーランドロケ体験プログラム，単位付与科目「国際交
　　流（メディア）」（株式会社フジテレビジョンとの共同企画に
　　よるアクティブラーニング・メディアリテラシー講座）
　　2015年度 合計18名

アセアン短期学生交流
プログラムで受け入れ
た留学生が，毎年１～
２名，次年度１年間の
協定留学で再来日して
いる。プログラムに参
加する留学生の学習意
欲は基本的に高く，そ
のことが本学部学生に
とって，よい波及効果
を与えていることを実
感している。また，本
学部学生において，プ
ログラムの目的である
多様性に認識に対する
気づきや向上がみられ
る。

実行性のある国際交流
を拡充し，学生の留学
意欲を誘起する。



 2015年度報コミュニケ―ション 学部　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達
成するために必要となる授業の形態
を明らかにしていること。
【約２００字】

①「講義科目」は，「基礎教育科目部門」および「コース科目部
門」という２つの大きな柱を中心に構成されている。基礎教育科目
部門の科目「コミュニケーション基礎・応用」や「日本語表現」科
目では，少人数教育により，きめ細やかな教育を行っている。コー
ス科目部門の３・４年次必修科目「情報コミュニケーション学」で
は，学生同士でグループ討議を行い，協力作業を重ね，自発的に深
く考えるよう指導している。この科目は，異なるテーマのものを複
数開講しているが，中には学外でのワークショップ形式での集中講
義を行う授業もある。学生たちは，夏期休暇中に毎日活動して
フィールドワーク・グループワークを行い，最終講評会でプレゼン
テーションを行うなど，意欲を向上させる内容となっている。
②「演習科目」は，「ゼミナール科目群」として，１年次の「基礎
ゼミナール」，２年次に自身の問題を発見する「問題発見テーマ演
習Ａ・Ｂ」，３年次に自身の課題を分析する「問題分析ゼミナー
ル」，４年次に問題を解決し集大成となる「問題解決ゼミナール」
で構成され，４年間で自らの問題を発見し，解決方法を探るプロセ
スを学ぶことができる授業を展開している。

履修科目登録の上限設定，学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

b ◎１年間の履修科目登録の上限を５
０単位未満に設定していること。こ
れに相当しない場合，単位の実質化
を図る相応の措置が取られているこ
と。（学部）
【約２００字】

① １年間の履修上限単位数は，各年次半期24単位に設定しているた
め，年間で最大48単位まで履修することができる。再履修科目につ
いてもこの上限単位数に含む。
② 各年次の平均履修単位数は，１年次46.5単位，２年次45.2単位，
３年次35.5単位，４年次28.6単位である。１年次から３年次につい
て，48単位を超えて履修している学生の割合は，7.3％である。これ
は，卒業要件外科目（教職課程や，司書課程などの資格過程科目）
の履修を行っているためである。
③ ４年次には，2013年度入学者からは12単位以上を修得しなければ
ならない付加条件を付けている。３年次への進級単位数について
は，２年次修了時までに，卒業要件内単位数のうち40単位以上を修
得する進級条件を付しており，学生の質の確保を維持する仕組みを
運用している。

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述



 2015年度報コミュニケ―ション 学部　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習
指導（オフィスアワーなど）の工夫
について，また学習状況の実態調査
の実施や学習ポートフォリオの活用
等による学習実態の把握について工
夫しているか。
【約２００字～４００字】

① 履修指導については，年次ごと，年度始めの学習指導週間に履修
ガイダンスを行っている。特に入学時の新入生に関しては，総合的
なガイダンスの他に，カリキュラム説明，ＷＥＢ履修の方法，時間
割の組み方などを行い，「クラス別アクティビティ」など特徴ある
ガイダンスも行っている。このガイダンスは，毎年入学式の後に実
施し，在学生の成績優秀者の表彰式，専任教員全員の紹介の後，新
入生に相応しい催しを毎年策定して行い，クラス別に分かれる。そ
の後は，学生によって組織されている「ゼミナール協議会」が主体
となり，事前に提出させている「はじめましてよろしくカード」等
を使って，自己紹介やコミュニケーションを図っている。
② 成績不良者への修学指導を年２回実施し，学部で策定した成績基
準に応じて，「履修注意」「履修指導」「退学勧告」を行ってい
る。「履修注意」には，クラス担任が面談に当たっている。
③ 授業の出席等は個々の教員に委ねられており，学習ポートフォリ
オ等を活用した組織的な学習実態の把握は行っていない。
④ １年次から４年次までゼミナールを開講し，多くの学生が専任教
員と少人数の授業の中でコミュニケーションを図っている。このゼ
ミナールにおいて，各教員が履修指導，学習の進め方，卒業後の進
路選択等について相談に応じるようにしている。
　また，「明治大学における学びに関するアンケート」設問17で
は，ガイダンスや履修指導の満足度が，"満足である"，"どちらかと
いえば満足である"を合わせて76.4％と高くなっている。

本学部は学際的な学び
を目指しており，専門
科目の分野が多岐に渡
るため，明確な問題意
識を持たない状態で履
修計画を立てる学生が
少なからずいる。

履修モジュール制を新
たに導入し，学生に現
代社会の課題を意識し
た上で履修計画を立て
ることを計画してい
る。また，１・２年次
のゼミナールを専任教
員のみが担当すること
とし，ゼミナール担当
教員が学生の履修計画
の相談にのる体制を整
えることを計画してい
る。

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）

d ●各授業科目において，学生の主体
的な学びを促す教育（授業及び授業
時間外の学習）方法を採用している
か。
【約４００字】

○問題解決形式の授業,オムニバス形式の必修科目「情報コミュニ
　ケーション学」
2015年度実績
「学際と法 ―知的財産法を素材として」「ＳＦ」「リズム ～創造
と表現～」「ドキュメンタリーとは何か」「ドイツ」「原発事故は
収束していない」「幸福」
○ワークショップ形式による学生の参加型授業
・１・２年次配当の「コミュニケーション基礎」「コミュニケー
　ション応用」「日本語表現Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」
・２年次配当の「問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ」
・３・４年次配当の「メディア方法論」「メディア言語論」及び
　各年次配当の「ゼミナール」等，多くの授業科目を設置して
　いる。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内
容・方法，1年間の授業計画，成績
評価方法・基準等を明らかにしたシ
ラバスを，統一した書式を用いて作
成し，かつ，学生があらかじめこれ
を知ることができる状態にしている
こと。
【約３００字】

① 全学部統一様式のシラバス作成を全教員に依頼し，半期15週の枠
組みにおいて各回の講義内容を個別に記載し，Oh-o!Meijiシステム
上でも閲覧可能となっている。
② 2013年度より，ＷＥＢによる公開を開始し，全学のOh-o!Meijiシ
ステムによって，閲覧可能となった。本学部のシラバスはOh-
o!Meijiクラスウェブシステムを通じて履修ガイダンス前に各自のパ
ソコン等で閲覧することができ，学生は授業開始前に，あらかじめ
授業内容を確認した上で履修登録することができる。



 2015年度報コミュニケ―ション 学部　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

ｂ●シラバスと授業方法・内容は整合
しているか（整合性，シラバスの到
達目標の達成度の調査，学習実態の
把握）。
【約４００字】

毎学期に実施している授業改善アンケート「シラバスに示されてい
た学習目標，内容と合致していましたか」について，2015年度春学
期及び秋学期の調査ではそれぞれ68.8％，69.8％であった。また，
「指定された教科書等は授業を理解するうえで適切でしたか」につ
いて，同比率はそれぞれ50.4％，53.3％であった。シラバスへの記
載内容・教科書の指示に関しては検討の余地がある。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学
修が行われるシラバスとなるよう，
また，シラバスに基づいた授業を展
開するため，明確な責任体制のも
と，恒常的にかつ適切に検証を行
い，改善につなげているか。
【約４００字】

① シラバスを依頼する際には，駿河台キャンパスは「担当教務主
任」，和泉キャンパスは「一般教育主任」と事務室職員とで確認
し，統一様式のシラバスに基づき，授業計画や，学修内容について
記載するよう依頼している。依頼文書には，シラバスの趣旨説明，
詳細項目についての説明をしている。また，シラバスの作成見本等
を添付し，統一した表記となるよう示している。なお，シラバスの
内容に不備があるものについては事務室がまとめ，「担当教務主任
及び一般教育主任」により追加訂正を求めている。随時内容につい
ては検証し，訂正があったものはOh-o!Meiji上で公開し，掲示でも
周知している。
② 学部内ＦＤ委員会において，2017年度からのカリキュラム改革に
向けて１年生を対象に「授業満足度調査」(2013・2014年度授業に対
し実施)を行ない，結果を検証してきた。カリキュラム改革案が固
まったため2015年度は同調査を実施していないが，2013・2014年度
の調査結果を踏まえて引き続き授業やシラバスの改善に努めてい
る。
③「大学における学びに関するアンケート」では，「１週間の授業
外学習時間」は，48.1％が１時間未満であり，単位制度の想定する
時間数を下回っている学生層が一定数存在する。また，「科目の予
習・復習を行う時」にシラバスを参照する学生は，41.8％であるこ
とを考え合わせると，事前・事後学習に関する指示が不明瞭である
ことが窺われる。学生に事前・事後学習を十分にさせるよう，改善
を図っている。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮
し，単位制度の趣旨に沿って単位を
設定していること。（成績基準の明
示，（研究科）修士・博士学位請求
論文の審査体制）
【約２００字】

① 成績評価についてはＧＰＡ制度を導入しており，基準については
便覧及びシラバスに明記している。評価時点で，Ｓ評価（90点以
上）の学生が３割以上，ＳとＡ評価（80点以上）が合わせて７割以
上，Ｆ評価（60点未満の落第）の学生が３割以上のいずれかに該当
する場合は，教員に採点の根拠の報告を文書で求めている。春学期
には47名，秋学期には22名の教員から根拠報告の提出があった。Ｓ
評価が３割以上になった報告には，予想以上にしっかり学習してい
た学生が多かったため等の理由が，また，F評価が3割以上になった
報告には，試験を受けた学生にはF評価はあまりついていないが試験
を放棄した学生数が非常に多かったため結果的にF評価が3割を超え
た等の理由が記されていた。いずれも妥当な理由であると思われた
ため特別な対応はしていない。
② 成績分布に関して，各学年における平均ＧＰＡは１年生2.30，２
年生2.29，３年生2.28，４年生2.32となっており，一定の範囲に収
まっている。また，１年生の「Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆ」各評価の分布
は「21%, 27%, 23%, 14%, 14%」となっている。他の学年についても
おおむね類似した分布傾向が見られるため, ほぼ一定の基準で成績
評価がなされているものと推測される。



 2015年度報コミュニケ―ション 学部　自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図るこ
とを目的とした，組織的な研修・研
究の機会を設けていること。
【約４００字】

○「専任教員活動成果報告書」
　ＦＤ委員会主導，担当授業の取り組みを記述し，互いに利点や
　問題点を披露している。これは，2008年度にＦＤの取組みとして
　発刊が開始され，基本ポリシーに基づいて編まれている。
○ 担当者連絡会（同一科目を多くの教員で担当する場合）
　日本語表現８名，コミュニケーション基礎・応用９名が担当。
　それぞれの科目で授業内容，評価基準の統一を図ることを目的に
　打合せを開催。
○「部門別教員懇談会」
　授業運営上の問題点の共有や意見交換のために，毎年４月７日の
　入学式後に開催している。2015年度は，専任教員39名（出席率
　95%，在外研究者除く），兼任教員41名が出席した。

ｂ●授業アンケートを活用して教育課
程や教育内容・方法を改善している
か。
【約４００字】

○　授業改善アンケート
　＜2015年度アンケート実績＞
春学期実施率54.6％（総科目数335，実施コマ数183）
秋学期実施率42.6％（総科目数324，実施コマ数138）
実施した専任教員数 2015年度21名（うち１名は特任教員）

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るた
めの責任主体・組織，権限，手続プ
ロセスを適切に機能させ，改善につ
なげているか。
【約４００字】

① 教育内容・方法の改善プロセスについて，これまでの教育内容・
方法等をさらに改善する際には，将来構想委員会に諮り検討してい
る。案件によりワーキンググループを作り，そこで詳細な内容を策
定する。
② 2013年度より運用を開始した新カリキュラムは，将来構想委員会
で方針を立て，何度も一部改訂を行いながら改革案を策定した。カ
リキュラムに関しては，部門，コース，科目群ごとに議論し，議論
の結果を将来構想委員会でまとめて行った。こうした段階を経た
後，教授会で審議し決定した。教授会ですぐに意見がまとまらない
時は，継続審議とし，原案を提出した会議体で再度検討することを
何度も行った。このように最終決定まで，全員参加で賛同するプロ
セスを踏んでいる。
③ また「明治大学における学びに関するアンケート」では，授業形
態・方法の満足度を調査しており，満足の割合が「グループワーク
など共同作業による学習，研究活動」が約86％，「少人数によるゼ
ミナールや演習」が約89％と高いため，対象授業の充実について検
討を行っている。



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
●学位授与にあたって重要な科目
（基礎的・専門的知識を総合的に活
かして学習の最終成果とする科目，
卒業論文や演習科目など）の実施状
況。
●学習成果の「見える化」（アン
ケート，ポートフォリオ等）に留意
しているか。
【約４００字】

　学習の成果として重視する科目として，公務員試験や教職課程認
定にも対応し，教員免許状については，社会科学系学部では唯一，
高校「情報」の免許が取得可能である。また，国家試験ではない
が，社会調査士資格認定機構から７科目の科目認定を受け，2012年
度は38名，2013年度は37名，2014年度は19名,2015年度は23名(申請)
の社会調査士を輩出した。さらに，情報関連資格取得支援のため
「ネットワーク技術Ⅰ～Ⅳ」や「データベース実習Ⅰ・Ⅱ」を開講
している。情報技術者試験では，「オラクルデータベース技術試
験」で合格者が出ている。

 ＴＯＥＩＣ®の学内試験を実施し，新入生には英語のレベル別クラ
ス分けに利用している。「卒業論文・卒業研究」は，多くの４年次
ゼミナールによって学習効果の総決算として完成させている。ゼミ
ナールによっては，本学部で発行している学生論文集「情コミ・
ジャーナル」（Ｊ・Ｊ）への論文投稿も課している。

●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況

 学位授与については，2015年度は，４年次在籍学生535名（2015年5
月1日現在）のうち，454名（９月卒業16名を含む）が卒業し，卒業
率は84.9％であった。
 標準修業年限卒業率は2012年度入学した学生で83.9％である。

●卒業生の進路実績と教育目標（人
材像）の整合性があるか。

卒業生の進路実績は，卒業生454名の内84.6％に当たる384名が就職
している。学際的な素養を身につけた学生の進路先は，他の文系学
部と違った様々な方向に就職しているとの結果がでている。就職先
の具体的な内訳については，新聞・出版・放送・情報通信業が最も
多く19.0％，ついで金融業18.0％，製造業が13.5％，となっている
（数字はすべて2016年３月31日時点）。メディア関係，情報関係の
比率は本学の全学部を通じて最も高く，学部の特色と学生の進路と
が多くの場合合致していることを示している。また，大学院進学者
は10名である。本学部では変化の大きい現代社会を多角的な視点で
見極め，そのなかから自ら問題を発見し，解決方法を探るプロセス
を組み立てることができる人材の育成を目指している。その教育内
容はいわゆる文系・理系の枠組みを超えた学際的な展開をしてお
り，現実社会の動きに対して敏感となる結果，卒業生の進路は他学
部に比べて報道メディアや情報サービスの分野に進出が目覚しい。根
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b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

●学生の自己評価，卒業後の評価
（就職先の評価，卒業生評価）を実
施しているか。
【約４００字～６００字】

　学生の自己評価については，「アンケート調査（就職キャリア支
援事務室）」を実施している。全学版以外に学部独自の「卒業生向
けアンケート」及び「新入生向けアンケート」を実施している。卒
業生に対しては大学生活，学業達成での問題点についてのアンケー
トを，さらに新入生には志望・進学動機や期待，将来展望，併願受
験先についてのアンケートを調査している。特に卒業生・新入生等
への学部独自のアンケート調査の結果は，執行部会及び将来構想委
員会の参考資料とされ，学生の期待にこたえるカリキュラム作りに
貢献している。具体例として，２年次から履修できる専門科目につ
いて，１年次より履修できるようにした。学則別表の改正に係わら
ない要件等については，学生の要望を検証・分析して，全学生の不
利にならないよう判断の下，変更も検討している。

●学生の自己評価を実施している
か。
【各約３００字】

　毎学期に実施している授業改善アンケートにおいて，学生の授業
に対する達成度を２つの調査項目から学生（全学）の満足度を図っ
ている。「この授業で新しい知識や考え方を得ることができました
か」について，2015年度春学期及び秋学期の調査ではそれぞれ
73.1％，73.4％であった。また，「あなたのこの授業に対する自己
採点は何点ですか」について，同比率はそれぞれ64.2％，65.0％で
あり，これらのことから主体的に授業に臨め，シラバスに定める到
達目標を達成していることが見て取れる。

　「明治大学における学びに関するアンケート」では，学習成果の
自己評価を調査しており，「入学して，自分自身が成長したか」の
項目について，成長または少し成長した，の割合が約80.9％である
ため，学生は成長を自覚していることが読み取れる。なお，問21に
関連し，本学部のＤＰに定める具体的到達目標として定める項目で
ある「問題点を発見し、分析する力」「プレゼンテーションの方
法・能力」「協調的に人間関係を構築する力」は「身についた」の
割合が非常に高い一方，「外国語の運用能力」「調査、実験ができ
る能力」が思わしくない結果であり，改善を要する。

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履
修要項等によってあらかじめ学生に
明示していること。
◎（研究科）学位授与にあたり論文
の審査を行う場合にあっては，学位
に求める水準を満たす論文であるか
否かを審査する基準（学位論文審査
基準）を，あらかじめ学生に明示す
ること。
【約２００字】

　卒業要件については，学部便覧及びシラバスに，「卒業・進級・
卒業見込に必要な単位」として一覧表にして明記している。2013年
度よりシラバスを電子化しており，ＷＥＢサイト上でもこの一覧表
を確認できるようになっている。年度初めの学習指導週間に実施す
るオリエンテーションにおいて，適切に説明もしている。また，12
月には，４年生向けの卒業ガイダンスを実施し，卒業に際しての注
意点等説明している。

料
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 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b ●学位授与にあたり，明確な責任体
制のもと，明文化された手続きに
従って，学位を授与しているか。
【約６００字】

　学則に定める期間在学し，卒業要件を満たし，必要な単位を修得
した学生に対し学位を授与している。卒業の判定に際しては，あら
かじめ学生に周知徹底された卒業要件の達成状況を審査し，「教授
会」において全教員で判定を行っており，客観性が担保された手続
きを踏まえている。早期卒業制度は内規で定めており，学生には，
３年次の学習指導でガイダンスを実施している。申請資格は，２年
次修了時に卒業に必要な124単位以上のうち76単位以上を修得してい
ること。Ｓ及びＡ評価が総単位数の80％以上であること。ＧＰＡが
3.2以上であること。大学院への進学が目的であること。以上が必須
であり，所定の手続きを取らなければならない。そして，早期卒業
要件を満たした者が早期卒業となり，教授会において判定を行って
いる。
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 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，
求める学生像や，修得しておくべき
知識等の内容・水準等を明らかにし
た学生の受け入れ方針を，学部・研
究科ごとに定めていること。
◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，学生の受け入れ方針を，受
験生を含む社会一般に公表している
こと。
【約４００字】

① 情報コミュニケーション学部の入学者の受入方針において，求め
る学生像として５点を定め，修得しておくべき知識等の内容・水準
を明示している。
② 入学者の受入方針の公表について「入学試験要項」及び大学ＷＥ
Ｂサイトにおいて公開し，受験生を含む社会に幅広く公表してい
る。なお，一般選抜入試については，入学者の受入方針に明示した
知識の水準等をより具体的に示すために，受験生向けに「入試問題
の作問のねらい」をＷＥＢサイトで公開している。特に，Ｂ方式に
おける情報総合科目については，「模擬問題」及び「模範解答と解
説・出題の狙いと解答のポイント」を２種類公開している。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜
の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に入学者選抜を
行っているか。
【約８００字】

　情報コミュニケーション学部では，入学者の受入方針に基づき次
のとおり複数の入学形態を設け，多様な人材を確保するため，各種
試験方法を設けている。
　一般入試として，①一般選抜入学試験（Ａ方式：英語，国語，社
会・数学の選択科目による３科目方式，Ｂ方式：英語，情報総合，
数学による３科目方式），②センター利用入試（３科目方式と６科
目方式），③全学部統一入試（３科目方式）を実施している。これ
ら試験については，入学者の受入方針に明示した知識の水準等をよ
り具体的に示すために，受験生向けに「入試問題の作問のねらい」
をＷＥＢサイトで公開している。また，Ｂ方式における情報総合科
目については，「模擬問題」及び「模範解答と解説・出題の狙いと
解答のポイント」を２種類公開している。これらの他に，推薦入試
として付属高校推薦入試（面接），特別入試として留学生入試（小
論文・面接）,スポーツ特別入試（推薦・面接）及び編入学士入学試
験（小論文・英語・面接及びプレゼンテーション）を実施してい
る。

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎学部・学科における過去5年の入
学定員に対する入学者数比率の平均
が1.00である。
◎学部・学科における収容定員に対
する在籍学生数比率が1.00である。
◎学部・学科における編入学定員に
対する編入学生数比率が1.00である
（学士課程）。
【約２００字】

① 過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均は，1.12であ
る。
② 2016年度の収容定員は４学年で1,800名，在籍学生数は2,119名で
あり，収容定員に対する在籍学生数比率は1.18である。
③ 2016年度外国人留学生の入学者は18名で，全入学生495名におけ
る割合は3.6％である。
④ 2016年度編入学試験による入学者は5名である。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　2011年度の入学定員の超過率が1.20倍を超えたため，2012年度は
1.10，2013年度は1.04としたが，2014年度に再度1.20を超えた。超
過率が高い状態が発生したので，2015年度は1.13，2016年度は1.10
として調整を行った。なお，2011年度及び2014年度については，ク
ラス数を相当数増やし，少人数による授業の効果を維持できるよう
に配慮した。また，１年次と４年次のゼミナール科目に関しても，
担当教員数の増加，各教員に対して極力募集定員までの受入れを奨
励するなどして，在籍学生数の多寡に伴う不利益が生じないように
配慮した。

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証する
に当たり，責任主体・組織，権限，
手続きを明確にしているか。また，
その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。
【４００字】

　情報コミュニケーション学部の教育理念を実現するための選抜方
法の適切性及びその基準の妥当性を検討するための「入試制度検討
委員会」を，学部開設と同時に発足させ，適切さの検証を継続して
いる。
　2008年度から実施している「学士・編入学試験」に関して，毎年
度多数の意欲的な志願者が集まり，かつ入学者の入学後の学習活動
が目覚ましいケースが多いことから，2011年度より，「入試制度検
討委員会ワーキンググループ」及び「将来構想検討委員会」におい
て，本入試のより適切なあり方の検討を行なっている。2015年度よ
り高等学校に導入される新学習指導要領を十分考慮し，入学試験問
題の再検討を、その経過措置も含めて行ない、遺漏のないように注
意しつつ問題を作成する予定である。また，入学者の受入方針の検
証については，2013年度の入学試験実施後の執行部会を経て，教授
会で承認した。
 なお，「明治大学における学びに関するアンケート」では，入学者
の志望度を調査しており，学年によって多少の差はあるが，第三志
望以下が約24.5％，かつ志望学部・学科への入学率が86.4％であ
り，不本意入学者は少ないことがわかる。
 追跡調査として，修学委員会では，履修指導の対象学生について，
入試形態を一覧にした表を作成し，成績不良の傾向に入試形態によ
る有意な差異がみられるかどうかを検証しており，そのデータは教
授会でも把握されている。



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

① 修学支援方針は「情報コミュニケ―ション学部 2016年度教育・
研究に関する年度計画書」(2015年６月作成)（145頁）において，
「学部内に修学委員会を設けて，学期毎の授業開始前の期間に学生
の履修状況を把握し，履修上問題のある学生に対してはクラス主任
が個別面談により指導を行い，必要に応じてゼミナール担当教員も
加えた複数教員による指導を行っている。現状では履修上の問題が
長期間にわたる学生もおり，この問題の解決のために，１・２年次
の早い時期に学生の状況を把握し，問題となりそうな学生について
は相談に応じるなどの対応を進めている。今後は，より効果的な指
導方法及び体制を検討する」こととしている。
② 年度計画書を承認することにより，教授会員に方針のもと，学生
支援の現状と展望を周知している。また，学部内に修学委員会を設
けて，学期毎の授業開始前の期間に学生の履修状況を把握し，履修
上問題のある学生に対してはクラス主任が個別面談により指導を行
い，必要に応じてゼミナール担当教員も加えた複数教員による指導
を行っている。
③ この方針は学部便覧に「修学指導」のページを設け，修学指導体
制を記載し，学生へ周知している。

  学部内に修学委員会を設けて，学生支援の現状把握およびその対
応方法を検討している。
 退学・休学を申し出た者には，事務局がその事由を確認し，教授会
で審議している。留年者についても，教授会で審議し承認してい
る。
○標準修業年限卒業率は2011年度入学した学生で80.7％，2012年度
　入学した学生で83.9％であり，若干ではあるが改善傾向である。
　引き続き，適切な指導を行っていく。

障がいのある学生に対しては，入学時に教務主任及び事務局で面談
を行い，個別対応をしている。過去２名の学生がいたが，其々の要
望に応じてサポートを行い，優秀な成績で卒業した。

外国人留学生については，入学時に別途ガイダンスを実施し，履修
指導等を行っている。

　全ての学生に対して，入学時や学期始めにはオリエンテーション
を行い，履修指導を徹底している。
　中でも，修得単位とＧＰＡに応じて成績不良と判定された者(半期
ごとに判定）は，履修指導の対象となり，学習計画書の提出，クラ
ス主任を中心とした面談を行った後，１年間の指導期間に入る。
　不登校の学生に対しては特にそのような学生だけを対象としての
措置はとっていないが，修学委員会委員及びゼミナール担当教員が
学生の履修状況を学期ごとに把握しており，履修状況に問題のある
学生に対しては教務主任，クラス主任等の相応しい教員が面接にあ
たり，学生の事情に合った指導を行っている。

●方針に沿って，修学支援のための
仕組みや組織体制を整備し，適切に
運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と
対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

b

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

① 進路支援方針は「情報コミュニケ―ション学部 2016年度教育・
研究に関する年度計画書」(2015年6月作成)（145頁）において，
「入学時と進級時にガイダンスを行い，担当の教員が助言し，相談
に応じる体制をとっている。また，ゼミナールにおいても各教員が
相談に応じ，就職キャリア支援事務室が実施するゼミナール単位で
の就職相談会に参加している。さらに大学全体の就職支援以外に，
学部独自で就職セミナーを毎年開催し，ＯＢ・ＯＧによる業界説
明，就業活動のノウハウとアドバイスを中心に，学生就職支援を
行っている。」としている。
② 年度計画書を承認することにより，教授会員に方針のもと，学生
支援の現状と展望を周知している。また，学部内に修学委員会を設
けて，学期毎の授業開始前の期間に学生の履修状況を把握し，履修
上問題のある学生に対してはクラス主任が個別面談により指導を行
い，必要に応じてゼミナール担当教員も加えた複数教員による指導
を行っている。
③ 学部便覧に「修学指導について」のページを設け，(1)入学時・
新年度・卒業前に実施する各種ガイダンスの開催，(2)学部窓口での
指導，(3)専任教員による履修指導を行う「アカデミック・アドバイ
ザー制度」，(4)修得単位数に応じた個別指導を行う修学指導体制を
記載し，学生へ周知している。

　学部専任教員の分掌としての「キャリア支援部会」を中心に①卒
業時の企業等への就労の準備、②大学在学中に可能な諸資格の取
得、③国内外の大学院への進学、に関する支援を行っている。
　入学時と進級時にガイダンスを行い，担当の教員が助言し，相談
に応ずる体制をとっている。また，ゼミナールにおいても各教員が
相談に応じ，就職キャリア支援事務室が実施するゼミナール単位で
の就職相談会に参加している。さらに大学全体の就職支援以外に，
学部独自で就職セミナーを毎年開催し，ＯＢ・ＯＧによる業界説
明，就業活動のノウハウとアドバイスを中心に，学生就職支援を
行っている。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダン
スを実施するほか，キャリアセン
ター等の設置，キャリア形成支援教
育の実施等，組織的・体系的な指
導・助言に必要な体制を整備してい
ること。
【約４００字～８００字】



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

①に関しては、学部カリキュラムとして、１年次に「キャリア・デ
ザイン」（２単位）を開設し、２年次には「インターンシップ入
門」（２単位）を開設し、その単位取得者を対象として、３年次に
「インターンシップ」（３単位）を開設している。「キャリアデザ
イン」では、毎回、各界で目覚ましい活躍をされている方々を講師
として招聘し、「インターンシップ入門」では、企業やＮＰＯをは
じめとする各種の事業体でのインターンシップの準備学習をめざし
ている。３年次の「インターンシップ」では、インターンシップ実
習先の選定やマッチングの支援、及び実習直前の「ビジネス・プレ
ゼン講習」や「ビジネス・マナー講習」の設定、実習後の総括学習
授業の運営、等を行っている。
　加えて、大学の「就職キャリアセンター」と密接な連絡をとりつ
つ、３年次の個別ゼミ単位の「就職活動準備セミナー」の実施の手
配をしている。また，毎週金曜日５・６限は学部主催の各種イベン
ト（講演会等）のために学部専任教員の授業を組んでおらず，この
時間帯を利用して学生の就職希望の高い業界の内定者、あるいはす
でに就労している本学部ＯＢ・ＯＧを招いてのフォーラムの開催な
どを行っている。
②に関しては、全学的組織である「資格過程」や「リバティ・アカ
デミー資格講座」の受講に関する指導や、学外団体の各種資格検定
受検の際の検定料の補助（例えば、5,000円の検定料のうち4,000円
を、学部予算で補助するなど）を行っている。
③に関しては、大学院情報コミュニケーション研究科と密接な連絡
をとりながら、本学を含む国内外の大学院に進学したＯＢ・ＯＧの
体験談を含む進学相談会を開催している。

「明治大学における学びに関するアンケート」問28及び29におい
て，進みたい方向を決めている割合，さらには行動している割合
は，それぞれ65.5％，60.0％であり，さらなる進路支援が必要と考
えている。



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること。
【約４００字】

　本学部における自己点検・評価は，学部内に設置された情報コ
ミュニケーション学部自己点検・評価委員会(執行部会メンバー兼
務)によって行われている。本委員会は執行部会と区別するため学科
長を座長に学部長ほか，教務主任・一般教務主任といった全６名の
学部執行部で構成している。
　2015年度は２階の委員会を開催し，2015年度情報コミュニケー
ション学部自己点検・評価報告書」を作成した。
　また，学生のアンケートは全学で実施している授業改善のための
アンケート以外に，卒業生に対し大学生活，学業達成での問題点に
ついての事後アンケートを，さらに新入生にも志望・進学動機や期
待，将来展望，併願受験先についての事前アンケートも実施し，調
査している。
  さらに，カリキュラム改革や入試改革などに関しては，臨機応変
に学生に対する満足度調査や意見聴取を行い，次年度以降の運営や
方針立案への参考資料としている。
　特に卒業生・新入生等への学部独自のアンケート調査の結果は，
執行部会及び将来構想委員会の参考資料とされ，学生の期待にこた
えるカリキュラム素案作りに少なからず貢献している。全学版につ
いてはあまり活用していない。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織
（評価結果を改善）を整備している
こと

・本学部の内部質保証の基本方針は，「教育・研究に関する長中期
　計画書」(148-149頁)「10 内部質保証」において掲載している。
・本学部は，学部内に設置される各種委員会の殆ど，しかも重要な
　委員会の全てに執行部会メンバー１名以上を構成員もしくはオブ
　ザーバーとして配置し，常に学部内で何が行われているかを把握
　し，学部運営上の内部質保証体制にある。
・学部内に「紀要編集委員会・ＦＤ委員会合同委員会」が設置さ
　れ，また，メンバーの相互乗り入れによって「自己点検・評価
　委員会」との連携を実現することで，「倫理的な観点」の導入
　を図り，内部質保証の実現に向けた努力をしている。（一例を
　挙げれば，紀要投稿論文の全てに査読をする体制を確立した。
 （2012年度）
・学部内に「自己点検・評価委員会」（執行部会兼務）が設置さ
　れ，点検評価すべき事項を把握し，改善案をさぐる努力をして
　いる。

●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること

2014年度報告書の評価結果は，すべてにおいてA評価であったが，
「教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針」では「4つ
のコースと3つの柱との有効な関係性や具体的な組み合わせを理解す
るのは必ずしも容易ではない」，「学生にわかる教育課程の編成が
検討課題」，「シラバスと授業内容の整合性について学生の意見を
聞くことができる授業評価アンケートの実施率が低い」との指摘を
受けている。
将来構想検討委員会では，現行カリキュラムを見直し，この評価結
果も踏まえ，全学の新カリキュラムとの整合性を取りつつも，本学
部の教育理念を反映させた2017年度からの学部新カリキュラムの構
築を進めている。

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 情報コミュニケ―ション学部 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

●学外者の意見を取り入れていること ・学外者の意見については，入学時における父母懇談会の実施）の
　他，毎年度，全国各地で行われる父母懇談会総会及び個別相談会
　で父母との密接な交流を図り，各種情報（父母会懇談会報告書特
　記事項）は，学部執行部にまとめられると同時に，学部内の関連
　する委員会及び教員に口頭で連絡している。
・高校への出張講義の際などには，可能な限り教職員との意見交換
　を行い，学部への評価や要望についての情報の入手と，学部運営
　へのフィードバックを心掛けている。
・兼任を含めた年度初めの教員向けガイダンスにおいて，倫理項目
　の確認と同時に，学外者の目から見た制度的な課題を指摘して貰
　っており，必要に応じて制度改革にフィードバックしている。
　2016年度の事例として、１年生基礎ゼミ、２年生問題発見テーマ
　演習の活性化と３・４年次のゼミナールとの連携強化のあり方に
　ついての提言があった。これを受け、専任教員での学生面談等を
　さらに充実させていく予定である。
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